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＜連絡事項＞
・9月の看護グループ内研修の資料とテストをＷＩＺで送信されています。
テーマ：セルフケア・アセスメント

講　師：金井優樹ＪＧＭ

対象者：初級・中級スタッフ

返信期間：9月19日(月)まで
・最近患者様へのスタッフの言動が、接遇面で問題となる場面が見られます。個々の対応について、見直しを行って下さい。
・レストランの使用時間について
　患者様の誘導時間が早すぎる為、使用時間を守って下さい。早出しの時間は10分前です。時間前にスタッフが誘導する事で、患者様全体が時間を守る事が出来なくなりつつある為、スタッフが時間を守り模範となって行動して下さい。
＜週間予定＞
9/12（月）～9/15（木）マットレス消毒
9/14（水）　高田　マキ様　　14：30～十和田ＧＨ「まちなか」スタッフ面談
9/15（木）　尾嵜　マリ子様　14：00～モニター面会
　　　　　　断水（13：00～15：30）
9/16（金）　定期採血

＜患者様連絡事項＞
・吉田　守幸様～ご家族から介護保険の申請が行われたと情報あり、おいらせ町役場から入院状況の聞き取り調査あり。入院中のADL状況と、現在の症状についてお伝えする。
・大久保　すい様～易怒性と被毒妄想持続し、大声で叫び奇声を上げる状態見られています。主治医へ状態報告し、本日夕からブロマゼパム（2）　　　1Ｔ　1×夕食後が処方となっています。
・十日市　利喜様～ピコスルファートナトリウム内用液3本処方となっています。
・民部田　和哉様～不穏時）レキソタン（5）1Ｔ　7回分処方となっています。

＜要注目患者様情報＞
・寺井　恵利子様～妄想発言なく、行動は落ちついているが、眠気訴え臥床傾向見られる。プログラムには参加出来ている。

























・民部田　和哉様～日曜日の日中から、以前携帯の使用方法についてスタッフより指摘された事をふり返り気分の落ち込み出現。13:00頃より同症状の増強あり「窓から飛び降りて死にたくなった」との話あり。他、不安・恐怖感やストレスへの対処思考・行動もとれない様子あり、不穏時レキソタン5㎎1T内服。
本日日中には、スタッフの動向を気にかけており、対面時には振戦見られているが不安感の訴え無し。同室者に干渉見られている。
・小豆畑　裕介様～10：00療養環境変更目的にて、東病棟Ｂユニットから転入。オリエンテーションへの理解良好で、適度な他者交流も見られる。日課はスタッフへ確認しながら取り組み出来ている。
＜菅野Ｄｒ診察情報＞
・上村　みわ様～「腎臓病だからお茶を飲めません」と訴え、水分摂取への拒否あり。
主治医から水分を摂るよう説明にも拒否的ですが、場合により点滴が必要となる旨説明に渋々水分摂取を了承しています。
・滝田　英人様～「痩せてしまった、腸の部分が減ってしまって腹が減る」と訴えあり。食事形態変更よりも間食量を増やしたいと希望あり、売店の購入量を増やすよう説明受けている。処方は同内容継続。

・中川原　義雄様～行動・口調は落ちついたが、時間の感覚にずれがある様子。処方は同内容7日分処方。

・出河　攻様～「寒くなってきたけど、施設はまだ見つからないのか？土木の仕事をする施設を探して欲しい」と訴えあり。先にスタッフへ退院に向けての相談をするよう説明受けている。便秘傾向の訴えあり、アローゼン顆粒（0.5）2P⇒3P　3×毎食後へ増薬。

・長谷川　陽一様～9/27(火)退院、10/7（金）初外来で調整済みである事を報告。主治医から、自宅でも落ち着いて過ごし、不調時には早めに受診するよう説明受けている。臨時処方+退院処方　10/7迄。
＜転入患者様　情報＞
　氏　　名：小豆畑　裕介（あずはた　ゆうすけ）様

　生年月日：昭和54年3月16日　43歳

　病　　名：覚せい剤精神病

　主 治 医：田名部Dr　

【経過】
　当院3回の入院歴あり(最終：H20.7.17～H20.7.29)

H22年10月までは当院受診していたが、以降は神奈川県のせりがや病院へ転院となっていた。　理由不明だがR4.6.5八戸へ帰郷。住居が無い為、八戸駅にて野宿をしていたとのこと。挙動不審な言動があり本日23条通報されている。措置通報にて措置不要となっているが、本人より入院希望あり本日受診。R4.6.9東Aユニットへ任意入院となる。

　入院後は服薬にて症状落ち着いており、東病棟Bユニット移動後も問題行動なく経過。
【備考】
退院計画：協力者なし。生保受給。
　　　　　ダルク入所を進めていたが、本人は単身生活を希望。
生活拠点については検討中。
買　物：売店使用　月2000円
洗　濯：業洗
貴重品：医事預かり（横浜市役所生活福祉課から生活保護費2万3千円ほどが毎月郵送）
　　　　現金の管理については、医事ＴＯＬと相談

デポ剤：ハロマンス筋注　1回/4Ｗ　⇒次回9/29（木）
その他：Ｃ型肝炎（+）
